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 要  旨 
 
アクティブノイズコントロール(ANC)は従来の,吸音,遮音などの原理に基づく受
動的な騒音対策技術ではなく,人工的に作った同振幅・逆位相の音(2次音源)を騒
音にぶつけてその騒音のレベルを低減する技術である。ANCは,低周波の騒音に対
して特に効果的であるため,低周波の騒音を苦手とする受動的な騒音対策技術と
併せて用いられる事が期待されている。 
ANCシステムに用いられる代表的なアルゴリズムとしてLMSアルゴリズムがある。
これは,最急降下法を利用したオンラインアルゴリズムであり,少ない演算量で実
装できるという利点を有している。しかし,空調ダクトのような実際の1次元音場
においては,適応フィルタの出力から誤差マイクまでの音の伝達特性(2次経路)の
影響が強く,これをそのまま適用する事はできない。 
そこでFiltered-X LMSアルゴリズムが提案された。このアルゴリズムでは,あら
かじめ得た2次経路のモデルに参照信号を畳み込み,それをLMSへの入力とする事
によって,2次経路の影響を打ち消している。したがって2次経路のモデルが必要と
なるが,実際には事前に入手できない場合や,環境の変化により時変となる場合が
存在する。このような状況下でのANCシステムの構築の為に,騒音の制御を行うと
同時にオンラインで2次経路の伝達関数を同定する手法が研究されている。 
その1つがErikssonにより提案された手法である。この手法では,低レベルのホワ
イトノイズを2次経路に注入する事によりこの性能を達成している。しかし,付加
的な雑音のレベルが消音性能の上限を制限してしまい,場合によっては新たな騒
音として知覚されてしまうという問題がある。また一方で,付加的な雑音のレベル
が大きいほど2次経路の推定モデルの収束は早くなる為,付加的な雑音のレベルを
適切に選ぶのは困難な事である。 
そこで本研究では,この問題を解決する為に,付加的な雑音の分散を,2次経路の
同定の進み具合に応じて変化させるアルゴリズムを提案する。また,このアルゴリ
ズムを用いて,1次元音場に対するANCシステムを設計し,実際にダクト用いた実験
により,その有効性を示す。 
 
